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『SYLLABUS 2013 経営学部地域ビジネス学科』から引く。 
 
  【授業の目的と概要】 




  【各回の内容】 
   第１回：オリエンテーション（授業の進め方・評価等について説明）と自己紹介 
   第２回：はじめに イメージの日本・日本人 
   第３回：テーマ１ 女性の生き方 
   第４回：     〃 
   第５回：     〃 
   第６回：     〃 
   第７回：発表１ 
   第８回： 〃 
   第９回：テーマ２ 子どもと教育 
   第10回：     〃 
   第11回：     〃 
   第12回：     〃 
   第13回：発表２ 
   第14回： 〃 
   第15回：まとめ 
 
  【授業の到達目標】 
    大学での勉学に必要な能力のうち、主に読む能力を身につける。 
    多様な文章を読んで、現代社会に対する大学生としての問題意識を高める。 
    正確な日本語で意見がまとめられるようにする。 
    前期「東邦基礎Ⅰ」は、後期「東邦基礎Ⅱ」に連続する内容である。 
 
  【事前・事後学習】 
    テキストに沿って授業を進めていくので、予習をしてから授業に参加すること。 
    宿題や課題は決められた日に必ず提出すること。 
    辞書を持参すること。 
 
 49 
  【成績評価方法と評価基準】 
    定期試験（80％）と課題提出（20％）で評価する。 
    自主的努力を示すもの（授業への積極的な参加）があれば、追加加点（＋α）する。 
    定期試験は記述式で、持込みは不可とする。 
 
  【テキスト（３冊まで）】 
    近藤安月子・丸山千歌（2008）『中・上級日本語教科書 日本への招待 第２版 
テキスト』東京大学出版会 
 
  【参考図書（３冊まで）】 
    近藤安月子・丸山千歌（2008）『中・上級日本語教科書 日本への招待 第２版 
予習シート・語彙・文型』東京大学出版会 
 
 次に、後期科目「東邦基礎Ⅱ」の概要を『SYLLABUS 2013 経営学部地域ビジネス学科』か
ら引用する。 
 
  【授業の目的と概要】 




  【各回の内容】 
   第１回：前期評価の説明と後期授業の進め方 
   第２回：テーマ４ 仕事への意識 
   第３回：     〃 
   第４回：     〃 
   第５回：     〃 
   第６回：     〃 
   第７回：     〃 
   第８回：発表１ 
   第９回：テーマ５ 日本の外国人 
   第10回：     〃 
   第11回：     〃 
   第12回：     〃 
   第13回：発表２ 
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   第14回：多様化する日本・日本人 
   第15回：まとめ 
 
  【授業の到達目標】 
    大学での勉学に必要な能力のうち、主に読む能力を身につける。 
    多様な文章を読んで、現代社会に対する大学生としての問題意識を高める。 
    正確な日本語で意見がまとめられるようにする。 
    前期「東邦基礎Ⅰ」は、後期「東邦基礎Ⅱ」に連続する内容である。 
 
  【事前・事後学習】 
    テキストに沿って授業を進めていくので、予習をしてから授業に参加すること。 
    宿題や課題は決められた日に必ず提出すること。 
    辞書を持参すること。 
 
  【成績評価方法と評価基準】 
    定期試験（80％）と課題提出（20％）で評価する。 
    自主的努力を示すもの（授業への積極的な参加）があれば、追加加点（＋α）する。 
    定期試験は記述式で、持込みは不可とする。 
 
  【テキスト（３冊まで）】 
    近藤安月子・丸山千歌（2008）『中・上級日本語教科書 日本への招待 第２版 
テキスト』東京大学出版会 
 
  【参考図書（３冊まで）】 


















  【授業の目的と概要】 






  【各回の内容】 
   第１回：実力テストと文型の解説 
   第２回：オリエンテーション（授業の進め方・評価等について説明）と自己紹介 
   第３回：１教育 
   第４回： 〃 
   第５回：発表１ 
   第６回： 〃 
   第７回：２ことば 
   第８回： 〃 
   第９回： 〃 
   第10回：発表２ 
   第11回： 〃 
   第12回：３コミュニケーション 
   第13回： 〃 
   第14回： 〃 
   第15回：発表３ 
   第16回： 〃 
   第17回：４昔話 
   第18回： 〃 
   第19回： 〃 
   第20回： 〃 
   第21回：発表４ 
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   第22回： 〃 
   第23回： 〃 
   第24回：５住宅 
   第25回： 〃 
   第26回： 〃 
   第27回：発表５ 
   第28回： 〃 
   第29回： 〃 
   第30回：まとめ 
 
  【授業の到達目標】 
    大学での勉学に必要な情報収集とデータ分析ができるようになる。 
    データ分析の結果がプレゼンテーションできるようになる。 
 
  【事前・事後学習】 
    テキストに沿って授業を進めていくので、予習をしてから授業に参加すること。 
    宿題や課題は決められた日に必ず提出すること。辞書を持参すること。 
 
  【成績評価方法と評価基準】 
    定期試験（50％）と課題提出（50％）で評価する。 
    自主的努力を示すもの（授業への積極的な参加）があれば、追加加点（＋α）する。 
    定期試験は記述式で、持込みは不可とする。 
 
  【テキスト（３冊まで）】 
    安藤節子・田口典子・佐々木薫・赤木浩文・鈴木孝恵（2001）『トピックによる日
本語総合演習 テーマ探しから発表へ 中級後期』スリーエーネットワーク 
 
 次に、後期科目「日本事情Ⅱ」の概要を『SYLLABUS 2013 経営学部地域ビジネス学科』か
ら引用する。 
 
  【授業の目的と概要】 









  【各回の内容】 
   第１回：前期評価の説明と後期授業の進め方 
   第２回：レポートに使われる文体 
   第３回：文の基本 
   第４回：句読点の打ち方・記号の使い方 
   第５回：引用の仕方 
   第６回：まとめ（1） 
   第７回：段落 
   第８回：仕組みの説明 
   第９回：歴史的な経過の説明 
   第10回：まとめ（2） 
   第11回：分類 
   第12回：定義 
   第13回：要約 
   第14回：比較・対照 
   第15回：因果関係 
   第16回：まとめ（3） 
   第17回：論説文 
   第18回：資料の利用 
   第19回：レポート作成の仕方 
   第20回：まとめ（4） 
   第21回：テーマ決定→資料の収集 
   第22回：レポートの構想発表 
   第23回：レポートの執筆（1） 
   第24回：レポートの執筆（2） 
   第25回：レポートの提出 
   第26回：レポートの返却→レポートの修正 
   第27回：レポートの修正 
   第28回：   〃 
   第29回：清書レポートの提出 
   第30回：全体のまとめ 
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  【授業の到達目標】 
    大学での勉学に必要な情報収集とデータ分析ができるようになる。 
    データ分析の結果を考察して文章にまとめられるようになる。 
 
  【事前・事後学習】 
    テキストに沿って授業を進めていくので、予習をしてから授業に参加すること。 
    宿題や課題は決められた日に必ず提出すること。辞書を持参すること。 
 
  【成績評価方法と評価基準】 
    定期試験（40％）とレポート（40％）と課題提出（20％）で評価する。 
    自主的努力を示すもの（授業への積極的な参加）があれば、追加加点（＋α）する。 
    参考文献の引き写しやインターネットの貼り付けによるものは、レポートとして評
価しない。 
 
  【テキスト（３冊まで）】 








る9。「総合演習Ⅰ」の概要を『SYLLABUS 2014 経営学部地域ビジネス学科』から引用する。 
 
  【テーマ】 
    「日本語観察」から「日本語表現」へ 
 
  【ゼミ概要（内容、目的）】 







  【各回の内容】 
   第１回：自己紹介 
   第２回：オリエンテーション（授業の進め方・評価等）と図書館の使い方 
   第３回：レポートの書き方 １ 
   第４回：レポートの書き方 ２ 
   第５回：担当者の発表＜テーマ１＞ 
   第６回：      〃 
   第７回：担当者の発表＜テーマ２＞ 
   第８回：      〃 
   第９回：担当者の発表＜テーマ３＞ 
   第10回：      〃 
   第11回：担当者の発表＜テーマ４＞ 
   第12回：      〃 
   第13回：学外授業 
   第14回：レポートの提出→レポートの修正 
   第15回：清書レポートの提出 
 
  【ゼミ運営（ゼミの進め方）】 
    初回はゼミの進め方を説明する。２回目以降は担当の学生が観察・考察したことば
についてプレゼンテーションを行い、ゼミ生は全員が必ず発表に対して意見を述べる。
発表した内容は、最終的にレポートにまとめて提出する。 
    前期「総合演習Ⅰ」は、後期「総合演習Ⅱ」に連続する。 
 
  【学習上の留意点（授業を受けるにあたっての心構えなど）】 
    討論への参加を出席と看做す。 
 
  【テキスト・参考図書（著者名、書名、出版社名）】 
    教科書は使用しないが、印刷物を適宜配布する。 
 
  【成績評価を含めた担当者からのメッセージ】 



















   
表１ 校外学習の実施場所 
 前    期 後      期 
2012年度 名古屋城 名古屋海洋博物館・名古屋港水族館 
2013年度 徳川美術館・徳川園 トヨタ産業技術記念館 























































 学習奨励費 市原奨学金 Ⅰ種Ａ Ⅰ種Ｂ Ⅱ種 マイスターＡ マイスターＢ 
Ｘ ○   ○ ○ ○  
Ｙ    ○ ○  ○ 
Ａ    ○    
Ｂ    ○    
Ｃ  ○  ○   ○ 
Ｄ      ○  
Ｅ    ○    









































































































































































愛知東邦大学．2013．『SYLLABUS 2013 経営学部地域ビジネス学科』 





受理日 平成27年 3 月31日 
 
 
